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北秋田市の「き」の文
字をモチーフに、「自
然」と「人」が調和す
る姿を表しています。

　市ではこのほど、今後10年間のまちづくりの
指針となる「北秋田市総合計画（基本構想・基
本計画）」を策定、平成18年度から計画がスタ
ートしました。�
　このうち、基本構想は、市の将来像や目標と
なる指針を定めるもの。まちづくりの基本的な
方向付けを示すものです。そして、実現に向け
た具体的な取り組みについては、同時に策定し

た基本計画の中に、前期（18～22年）と後期（23
～27年）に分けて盛り込まれています。�
　17年度末に策定された男女共同参画基本計画や、
次世代育成支援地域行動計画などの個別の計画、
また、平成18年度の施政方針なども、これらの
計画に基づいたものです。�
　市のまちづくりの全ての基礎となる基本構想
を中心に、総合計画のあらましをご紹介します。
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第１章　将来都市像�

　私たちのくらしを支え、心にや
すらぎをもたらす北秋田の大自然
は、全国に誇れる私たちの財産で
あり、「自然とひととの共生」を
第一のキーワードに、恵まれた自
然環境を活かした次代につなげる
まちづくりを推進します。�

　真に「くらしやすいまち」に近づ
けるために、「市民と市との協働」
を第二のキーワードに、「自然」「ひ
と」の調和のとれた、人々が仕事に
励み、お互いが尊敬し支えあい、活
力の息づいたまちづくりを全市民と
の連携により推進します。�

市の各種基本計画
・都市計画マスタープラン
・農業振興地域整備計画
・男女共同参画推進計画‥など
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大自然の環境を意識し、人々が仕事に励み、�
　　　　　　お互いが尊敬し支えあい、活力の息づいたまちづくり�
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基本構想は、北秋田市のまちづく
りの全ての基礎となるものです
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第２章　施策の大綱�
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　第２章では、将来の都市像を実
現するための各施策の目標を項目
別にまとめています。�
　たとえば、「自然環境の保全」

のためには、ゴミの不法投棄防止
策などによる美化活動を行うこと
とし、具体的な取り組みは、基本
計画、実施計画で定められます。�
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